
花きのＰＤＣＡシート

輸出戦略上の
対応方向

活動内容 評価

➢ ➢ 中国花き小売業交流会（7月、中国（江蘇省常州市））に
出展し、中国国内のフローリストや花き販売事業者等を
対象に、イヌマキ以外の鉢ものや植木・盆栽等を多く使っ
た商材展示、盆栽デザイナーの派遣による盆栽の手入
れ等の実演、品質管理手法の紹介、日本産花きＰＲパン
フレット「美しい日本の花」の配布等を行う。

➢ 全国花き輸
出拡大協議
会

➢ 「HOME & GARDEN ESSEN 2015」（9月、ドイツ(エッセ
ン））に出展し、日本産植木の認知度を高めるため、造園
設計デザイナー等に対して、日本の植木生産者等を派遣
し、多様な種類の植木・盆栽から成るマクロ盆栽等を紹
介するとともに、高品質な日本産植木の樹形や枝ぶり、
選定技術等についての実演を行う。

➢ 全国花き輸
出拡大協議
会

➢ Flowers Expo 2015（9月、モスクワ）において、ジェトロが
設けたジャパンパビリオンに国内の植木・盆栽の輸出事
業者の出展を図る。

➢ 全国花き輸
出拡大協議
会

➢ ジェトロが開催する国内商談会に国内の盆栽の生産組
合及び輸出事業者らの参加を図る（開催時期調整中、埼
玉県、香川県）。

➢ 全国花き輸
出拡大協議
会

➢ 全国花き輸出拡大協議会、
輸出事業者は、2017年世界
盆栽大会（さいたま市）にお
いて、植木・盆栽をはじめ鉢
もの及び切り花についてもＰ
Ｒできる機会となるよう連携
を図る。

➢ 2017年世界盆栽大会ひいては2020年東京オリンピックを
見据えて、海外からの観光客の手土産としての盆栽のＰ
Ｒ・販売拡大に向け、輸出環境課題（各国の検疫ルール
に合わせた輸出システム）を整理・解決するための開発
調査会議（構成：盆栽の輸出事業者及び生産者、全国花
き輸出拡大協議会事務局）を立ち上げ、輸出事業者はこ
れに参加する（年4回（開催時期調整中））。

➢ 全国花き輸
出拡大協議
会

対応方向
（Act）輸出拡大方針 実施主体

輸出拡大方針（Plan） 実績（Do） 分析（Check）

【植木・盆栽】
海外からのバ
イヤー招へい
や見本市等を
通じ、新たな輸
出品目を開拓

輸出事業者は、ジェトロ等を
通じた海外バイヤーの招へ
い、見本市への出展、国内
商談会への参加等を通じ、
イヌマキ以外の植木・盆栽
等も含め新たな輸出品目の
プロモーションを行う。



花きのＰＤＣＡシート

輸出戦略上の
対応方向

活動内容 評価

対応方向
（Act）輸出拡大方針 実施主体

輸出拡大方針（Plan） 実績（Do） 分析（Check）

➢ ➢ 「Flowers Expo 2015」（9月、モスクワ）では、多数の来場
者が見込める会場入口に近い場所にジャパンパビリオン
を設置するとともに、現地（モスクワ事務所）の海外コー
ディネータ（本年度１名増員）を活用し、より多くのバイ
ヤー誘致を図る。

➢ ジェトロ

➢ 海外バイヤーが、より多くの盆栽を輸出先国の検疫条件
に対応して栽培している様子を直接見られるよう、主要な
盆栽産地（埼玉県及び香川県）の園地等において国内商
談会を実施する。

➢ ジェトロ

➢ 花き輸出に関心のある事業者向けのセミナーを開催する
（内容等は調整中）。

➢ ジェトロ

➢ 輸出相談窓口を通じた花きの輸出手続きについての相
談への対応する（19件（1～5月実績））。

➢ ジェトロ ➢ 初めて花きの輸出を検討している
事業者からの基本的な輸出手続き
に関する照会が大半であるが、輸
出関係者が広がりつつあることは
感じられる。

➢ 全国花き輸出拡大協議会
は、花きの検疫・通関が円
滑に進まないと思われる国
の検疫・通関手続きについ
て調査し、対応方法を検討
する。

➢ ロシアの花き業界関係者、通関・検疫担当者を対象に、
航空便・船便の輸出可能性の検討のための調査を実施
する（8月、モスクワ及び極東地域）。

➢ 全国花き輸
出拡大協議
会

➢ 全国花き輸出拡大協議会
は、植木の線虫対策として
栽培段階から計画的に予防
する手法について、情報の
収集・共有、新たな技術開
発や実証研究に向けた働き
かけ、セミナー等を通じた輸
出事業者への啓発を図る。

➢ 植木・盆栽の輸出にあたっての大きな課題である線虫対
策技術の普及促進の場として、試験研究機関、学識経験
者、植木生産者等で構成する「新技術連絡会議」を開催
する（7月、10月、１月（東京））。また、植木産地における
新技術の成果等の実証セミナーを開催する（28年2月、3
月）。

➢ 全国花き輸
出拡大協議
会

【植木・盆栽】
海外からのバ
イヤー招へい
や見本市等を
通じ、新たな輸
出品目を開拓
【再掲】

ジェトロは、見本市へのジャ
パンパビリオン出展や海外
バイヤーを招聘した国内商
談会の開催、輸出に必要な
手続きの情報提供等を行
う。
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輸出戦略上の
対応方向

活動内容 評価

対応方向
（Act）輸出拡大方針 実施主体

輸出拡大方針（Plan） 実績（Do） 分析（Check）

➢ 輸出事業者は、産地間連
携、ジャパン・ブランド育成
に向け互いに連携できる点
を引き続き模索する。

➢ 花きの卸売団体等が主催する検討会に参加し、各会員
企業、団体、生産者等の間での情報交換や連携強化の
機会を作る（11月愛知県豊明市、28年1月福岡市）。

➢ 全国花き輸
出拡大協議
会

➢ 全国花き輸出拡大協議会
は、花の品目ごとに産地・生
産者が主体となって連携を
図り、品目ごとの輸出促進
プランを策定できるよう、産
地・生産者に対する意識啓
発活動を行う。

➢ 輸出事業者向け対策事業を活用した取組の内容や成果
等について、花きの産地や生産者をはじめとした関係者
に周知し、輸出に取り組むことのメリット等を啓発する検
討会を開催する（10月千葉、28年2月東京）。

➢ 全国花き輸
出拡大協議
会

【再掲】 【再掲】
➢ ➢ ロシアの花き業界関係者、通関・検疫担当者を対象に、

航空便・船便の輸出可能性の検討のための調査を実施
する（8月、モスクワ及び極東地域）。

➢ 全国花き輸
出拡大協議
会

➢ 米国向け植え込み資材付き鉢ものの輸出可能性や中国
の通関手続の円滑化を含め、輸出拡大に向けた課題に
ついて関係者から聞き取り、整理し、優先度の高い取組
を検討する。

➢ 全国花き輸
出拡大協議
会

【鉢もの・切り
花】
産地間連携に
よる年間を通
じた安定的な
供給体制の整
備

全国花き輸出拡大協議会
は、花きの検疫・通関が円
滑に進まないと思われる国
の検疫・通関手続きについ
て調査し、対応方法を検討
する。
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輸出戦略上の
対応方向
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対応方向
（Act）輸出拡大方針 実施主体

輸出拡大方針（Plan） 実績（Do） 分析（Check）

➢ ➢ 輸出農産物の品種をDNAレベルで識別する技術の実用
化を図る取組等を実施（事業者向け補助事業）。また、登
録品種の特性確認、権利侵害の立証の際に資料として
使用するため、登録品種の標本・DNA資料の作成及び保
存を実施する（委託事業）。

➢ 農林水産省

➢ ASEAN＋３ヵ国での植物品種保護制度整備・充実に向け
て、第８回東アジア植物品種保護フォーラム本会合を開
催（7月、韓国）するほか、域内の審査技術の向上、相互
調和を目的に研修等を実施する。

➢ 農林水産省

➢ 全国花き輸出拡大協議会
は、世界でのマーケットを視
野に入れた育成者権取得の
戦略（米国から先に取得す
る等）の重要性等、鉢物輸
出に必要な権利保護の啓発
等を引き続き行う。

➢ 多様で高品質な日本産花きを海外の花き業界関係者へ
効果的にＰＲするために、日本産花きを証明する統一ロ
ゴマーク、海外への輸出（種苗や育成者件等の知財輸出
を含む。）を目指す品目・品種の特性や育成者権のデー
タ、主要な花き産地の紹介データ等の活用方法について
検討し、①統一ロゴマークの企画及び制作、②日本花き
取引コード（ＪＦコード）を活用した品目・品種の特性デー
タ及び産地の紹介データの収集・整備を推進する。

➢ 全国花き輸
出拡大協議
会

【再掲】
➢ 多様で高品質な日本産花きを海外の花き業界関係者へ

効果的にＰＲするために、日本産花きを証明する統一ロ
ゴマーク、海外への輸出（種苗や育成者件等の知財輸出
を含む。）を目指す品目・品種の特性や育成者権のデー
タ、主要な花き産地の紹介データ等の活用方法について
検討し、①統一ロゴマークの企画及び制作、②日本花き
取引コード（ＪＦコード）を活用した品目・品種の特性デー
タ及び産地の紹介データの収集・整備を推進する。

➢ 全国花き輸
出拡大協議
会

【再掲】
➢ 多様で高品質な日本産花きを海外の花き業界関係者へ

効果的にＰＲするために、日本産花きを証明する統一ロ
ゴマーク、海外への輸出（種苗や育成者件等の知財輸出
を含む。）を目指す品目・品種の特性や育成者権のデー
タ、主要な花き産地の紹介データ等の活用方法について
検討し、①統一ロゴマークの企画及び制作、②日本花き
取引コード（ＪＦコード）を活用した品目・品種の特性デー
タ及び産地の紹介データの収集・整備を推進する。

➢ 全国花き輸
出拡大協議
会

【切り花】
統一規格やロ
ゴ等によるジャ
パン・ブランド
の浸透

➢ 全国花き輸出拡大協議会
は、多岐にわたる日本の花
を共通で宣伝するための統
一ロゴの制作及び活用方法
について検討する。

➢ 全国花き輸出拡大協議会
は、日本花き取引コード普
及促進協議会と連携して、
日本花き取引コード（JFコー
ド）を活用した日本産花きの
PRを図る。

【鉢もの】
品種識別技術
の開発等、知
的財産権の保
護強化

農林水産省は、品種識別技
術の実用化を図る取組支
援、また、アジアをはじめ海
外の国々における国際基準
に基づいた植物品種保護制
度整備への支援を継続して
行う。
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対応方向
（Act）輸出拡大方針 実施主体

輸出拡大方針（Plan） 実績（Do） 分析（Check）

➢ ➢ 欧州の花き販売業者やデザイナーを対象に、日本産花き
を使用したシンボルオブジェの設置、生け花のデモンスト
レーション、高付加価値性を紹介するセミナーを実施する
とともに、日本食ＰＲのレセプション会場を彩る花きの展
示等を通じて、レストラン・飲食業者に対しても花きの有
効な利用可能性を訴求した（5月、ロンドン）。

➢ 全国花き輸
出拡大協議
会

➢ 花きバイヤーだけでなく飲食業関
係者の関心の広がりを見られたこ
とは、各団体が合同でＰＲしたこと
のメリット。今後もジェトロのサポー
トを得つつ、各品目団体と連携した
一体的なＰＲが有効（5月、ロンド
ン）。

➢ 日本産花きの高品質、高付加価値性を訴求するために、
花きの一般消費者、卸売業者、小売業者、デザイナー等
に対して、日本産花きの商材展示、生け花のデモンスト
レーション、パネル展示、日本産花きＰＲ用パンフレット
「美しい日本の花」の配布等を行う。
　・6月　ミラノ、ベルリン
　・7月　ミラノ
　　　　　デンバー「アメリカ花きデザイナー協会シンポジ
　　　　　ウム」
　・8月　香港「香港FOOD EXPO2015」
　・9月　モスクワ「Flowers Expo 2015」
　　　　　（ジェトロ設置のジャパンパビリオン）
　・11月　オランダ「国際花き＆園芸見本市博覧会」
　・12月　シンガポール
　・28年1月　香港、ニューヨーク、モントリオール
　・2月　モスクワ
　・3月　フィラデルフィア「フィラデルフィアフラワーショー」

➢ 全国花き輸
出拡大協議
会

➢ 「初夏の日本の花」をテーマに、花
き装飾のワールドカップ元日本代
表でドイツのフラワー業界にも造詣
の深いデザイナーによる日本産花
きを使った20点のデモンストレー
ション、及び、50品種1,000本の日
本産花きの実物展示を通じて、日
本産花きの品質の高さやバラエ
ティの多さについて、EU圏を中心に
世界の花き関係者に評価を得るこ
とができた。（６月、ベルリン）

［なお、同時期に同市で開催された
「インターフローラ・ワールドカップ
ベルリン 2015」では、世界26カ国
のデザイナーによるコンペティショ
ンで、日本代表のデザイナーによ
る日本産花きを使った花き装飾デ
ザインが4位に入賞］

➢ ジェトロが主催する海外バイヤーを招へいした国内商談
会、同バイヤーの日本産切り花・鉢ものに対する理解を
深めてもらうための輸出用花きの主な国内産地及び卸売
市場の視察プログラムに参加し、日本産花きのＰＲを図
る（9月、愛知県）。

➢ 全国花き輸
出拡大協議
会

➢ 上記見本市等に参加した海外の事業者へのアンケート
調査を通じて、日本の花きの評価、花き販売に最適な時
期・場所及び手法等販売戦略に資する情報を収集する。

➢ 全国花き輸
出拡大協議
会

【切り花】
見本市の開催
等による花文
化と併せた効
果的な発信

輸出事業者は、ジェトロ等を
通じ、切り花輸出先として有
望な国地域での見本市への
参加、海外バイヤーを招へ
いした国内商談会等への参
加により、プロモーションを
行う。
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輸出戦略上の
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対応方向
（Act）輸出拡大方針 実施主体

輸出拡大方針（Plan） 実績（Do） 分析（Check）

➢ ➢ 農林水産省は、品目別輸出団体が早期に活動に着手で
きるように事業公募を２月に実施した。

➢ 農林水産省 ➢ ４月に補助金交付決定ができ、５月
からの品目別輸出団体の活動を支
援できた。事業関係者との緊密な
連絡調整が事務手続きの円滑化
につながっている。

➢ 全国花き輸出拡大協議会等の輸出団体は、補助金割当
内示後の事業実施計画を早期に提出した。

➢ 全国花き輸
出拡大協議
会

➢ 輸出事業者、農林水産省
は、2016年アンタルヤ国際
園芸博覧会への出展に向け
た準備を進める。

➢ アンタルヤ国際園芸博覧会への政府出展に向け、手続
きのスケジュールや役割分担を確認する関係省庁準備
会、屋内展示基本方針策定のための屋内展示推進会議
（仮称）を開催する（8月上旬）。

➢ 農林水産省

➢ アンタルヤ国際園芸博覧会に向けて、会員ほか輸出事
業者がこれに出品希望する品目についての検疫上の規
制等の情報が得られるよう、植物防疫所に対し情報提供
体制の充実を要請した。

➢ 全国花き輸
出拡大協議
会

➢ 植物防疫所におけるアンタルヤ園
芸博覧会への出展品目に関しての
情報提供体制が充実し、輸出事業
者にとって、同博覧会への出品品
目の検討・準備が進んだ。

【再掲】 【再掲】
➢ 全国花き輸出拡大協議会及

び輸出事業者は、2017年世
界盆栽大会（さいたま市）
が、植木・盆栽をはじめ鉢も
の及び切り花についてもＰＲ
できる機会となるよう連携を
図る。

➢ 2017年世界盆栽大会ひいては2020年東京オリンピックを
見据えて、海外からの観光客の手土産としての盆栽のＰ
Ｒ・販売拡大に向け、輸出環境課題（各国の検疫ルール
に合わせた輸出システム）を整理・解決するための開発
調査会議（構成：盆栽の輸出事業者及び生産者、全国花
き輸出拡大協議会事務局）を立ち上げ、輸出事業者はこ
れに参加する（年4回（開催時期調整中））。

➢ 全国花き輸
出拡大協議
会

【再掲】 【再掲】
➢ ➢ 「Flowers Expo 2015」（9月、モスクワ）では、多数の来場

者が見込める会場入口に近い場所にジャパンパビリオン
を設置するとともに、現地（モスクワ事務所）の海外コー
ディネータ（本年度１名増員）を活用し、より多くのバイ
ヤー誘致を図る。

➢ ジェトロ

➢ 海外バイヤーを招へいした国内商談会を開催するととも
に、同バイヤーの日本産切花・鉢ものに対する理解を深
めてもらうために、輸出用花きの主な国内産地及び卸売
市場の視察プログラムを実施する（9月、愛知県）。

➢ ジェトロ

【切り花】
見本市の開催
等による花文
化と併せた効
果的な発信
【再掲】

農林水産省は、4月～7月頃
の花きのプロモーション活動
に対しても支援できるよう手
続きを円滑に進める。

ジェトロは、切花輸出先とし
て有望な国・地域の見本市
へのジャパンパビリオン出
展や、海外バイヤーを招聘
した国内商談会の開催等を
行う。



花きのＰＤＣＡシート

輸出戦略上の
対応方向

活動内容 評価

対応方向
（Act）輸出拡大方針 実施主体

輸出拡大方針（Plan） 実績（Do） 分析（Check）

➢ 輸出事業者は、鮮度保持を
可能とするコールドチェーン
に関する技術的検証を行
う。

➢ コールドチェーン等鮮度保持体制の構築等に向けて、国
産花きイノベーション推進事業等を活用し、産地から販売
業者までのコールドチェーンによる花きの品質向上およ
び日持ち保証販売の実証を行う。

➢ 輸出事業者

➢ 全国花き輸出拡大協議会
は、花きの生産者及び輸出
業者に対して、輸出を見込
んだ国内生産・流通体制の
検討を促す。

➢ 各会員企業、団体、生産者等の間での情報交換や連携
強化の機会を作る国内検討会を開催する（11月愛知県
豊明市、28年1月福岡市）。

➢ 全国花き輸
出拡大協議
会

➢ 全国花き輸出拡大協議会
は、試験研究機関及び種苗
会社等との情報共有を図
る。

➢ 花きの高品質周年生産システムについて研究している農
研機構花き研究所と協力して、11月にオランダで開催さ
れる「国際花き・園芸見本市」に出展するトルコギキョウ
の日持ち調査等を現地で行い、調査結果を同見本市で
のＰＲに活かす。

➢ 全国花き輸
出拡大協議
会

➢ ➢ 「花きの振興に関する法律」に規定する種苗法の特例に
ついて、説明資料（Ｑ＆Ａ等）を作成してＨＰに掲載すると
ともに、地方農政局を通じて、花き関係者が集う総会、研
修会の場にて講演する。

➢ 農林水産省

➢ 上記講演等においては、当該種苗法の特例に係る研究
開発は、花きの新品種の育成及び増殖技術の高度化に
関する研究開発を行うものであって、我が国の花き産業
の国際競争力の強化、日本産花きが国際的なマーケット
でシェアを伸ばしていくことに資するものである旨を重点
的に強調する。

➢ 農林水産省

【切り花】
長時間輸送に
耐えうる鮮度
保持技術の開
発・普及

その他 農林水産省は、平成26年12
月に施行された「花きの振
興に関する法律」の趣旨を
踏まえ、種苗法の特例（品
種登録の出願料及び登録
料の減免措置）を活用した
海外で好まれる花色や長時
間輸送に耐えうる耐病性等
を有する新品種の育成を促
進するため、育種関係者に
対して当該特例に関する周
知・助言を行う。


